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全国建設業協会

中東情勢に伴う建設資材の供給不安
国土交通大臣へ緊急要望書を提出

　5月1日、全国建設業協会は、中東情勢に伴う原油供給不安

に起因する建設資材高騰を踏まえ、4月30日に国土交通大臣

へ緊急の要望活動を行ったことを公表しました。

　要望に先立って実施されたアンケートでは、各種建設資材で

の価格高騰発生や供給不足、供給遅延が挙げられました。

　これを踏まえ要望書では、石油製品の供給目詰まりの解消や

適切な価格転嫁、工期延長及び部分払の適宜実施など、円滑な

工事施工のための対応を求めています。
https://www.zenken-net.or.jp/news/0501/
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※本紙記事の無断転載を固く禁じます。
※本紙に関するご意見・ご要望などを
　お待ちしております。

国土交通省・建設産業人材確保・育成推進協議会

建設産業に関する作文コンクール
今年度の作品募集開始

　5月11日、国土交通省と建設産業人材確保・育成推進協議会

（事務局：建設業振興基金）は、「建設産業に関する作文コン

クール」の作品募集を開始しました。

　このコンクールは、建設産業の役割や重要性について理解と

関心を高めるため毎年度実施しており、「私たちの主張～未来

を創造する建設産業～」は建設産業従事者を、「高校生の作文

コンクール」は高校生を対象としています。今年度の募集は6月

30日まで、表彰式は10月頃の予定です。
https://www.mlit.go.jp/report/press/tochi_fudousan_kensetsugyo14_hh_000001_00354.html

国土交通省

建設業許可業者数調査の結果公表
3年連続で許可業者数が増加

　5月15日、国土交通省は、2025年度末の建設業許可業者数

調査の結果を公表しました。

　それによると、建設業許可業者数は2018年度末以降増加傾

向にあり、2026年3月末時点の建設業許可業者数は483,823

業者（前年度比0.03%増）と3年連続の増加となりました。なお、

建設業許可の承継制度における認可件数は1,092件であり、

内訳は、譲渡及び譲受けが954件、合併が79件、分割が33件、

相続が26件となっています。
https://www.mlit.go.jp/report/press/tochi_fudousan_kensetsugyo13_hh_000001_00350.html

厚生労働省

毎月勤労統計調査（3月分）の結果速報
建設業の月間現金給与額は9.6%増加

　5月8日、厚生労働省は、毎月勤労統計調査（3月分）の結果速

報を公表しました。それによると、建設業の月間現金給与額は

442,723円（前年同月比9.6％増）となり、主要16業種で最も

高い増加率となりました。

　一方、建設業の月間実労働時間は159.5時間（同0.6％増）

と、「鉱業、採石業等」の161.4時間に次ぐ長さとなり、調査産業

計の132.7時間を大きく上回る結果となりました。
https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/monthly/r08/2603p/2603p.html

　東日本建設業保証グループの建設経営サービスでは、2026年8月22

日（土）、23日（日）の2日間にわたって、1級土木施工管理技術検定第二

次検定の対策講座を開催します。当講座は遠隔地の現場で従事されて

いる技術者の方々や、平日は現場業務で多忙な技術者の方々が、ご自宅

などで集中的かつポイントを絞って学習できるようZoomによるオンラ

イン形式での開催となり、チャットによる質問も可能です。また、受講後の

添削指導も行っております。申込は2026年6月15日から受付します。

建設経営サービス

1級土木二次検定対策講座のご案内

国土交通省

新技術情報提供システムNETIS
AIを活用した3つの新機能を実装

　5月12日、国土交通省は、新技術情報提供システム（NETIS）

への新機能実装を公表しました。

　NETISは、民間企業などで開発された新技術情報を公開し、

検索を可能にしたデータベースシステムで、掲載技術数は約

3,900件に上ります。今回、AIを活用した①技術検索機能、②

チャットボット機能、③類似技術比較の際の評価項目提示機能

が実装されたことにより、設計・施工時に適用可能な新技術の

検索、比較及び活用のさらなる効率化が見込まれます。
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001326.html
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